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私はこれまで, 遠アーベル幾何, そして, その応用について研究を行ってき

た. 以下では, その概要を紹介する.

そのような “応用” の一つとして, （副有限）グロタンディーク・タイヒ

ミューラー群 GTの理論への応用が挙げられる. [2]では, GTと有理数体の

絶対ガロア群の比較の文脈から,「GTは強非分解性（＝任意の開部分群が非

自明な直積分解を持たない）をみたすか」という問題を提起し, 特に, この問

題の “副 l版”を肯定的に解決した. 最終的に, 辻村昇太氏との共同研究 [8]に

おいて, オリジナルの問題についても肯定的に解決した. これらの研究では,

中村博昭氏, M. Saidi氏, 玉川安騎男氏らにより示されていた, 有限体上の遠

アーベル幾何的結果が重要な役割を果たす.

また, GTは, n（≥ 4）次副有限組紐群 B̂nに自然に外作用することが知ら

れている. 星裕一郎氏, 望月新一氏との共同研究 [1]では, （B̂nの部分商とし

て現れる）副有限純写像類群 Γ̂0,n+1へのGTの自然な外作用について, 研究

を行った. [1]では, まず, 「(0, 3), 又は, (1, 1)型双曲的曲線の配置空間の間

の一般化射影から生じる一般化ファイバー部分群は群論的である」という遠

アーベル幾何的結果を証明した. この結果は, 望月新一氏, 玉川安騎男氏によ

り示されていた, 非 (0, 3), (1, 1)型双曲的曲線の場合の結果を, 補完するもの

といえる. そして, この結果と, 組み合わせ論的遠アーベル幾何の結果を適用

することで, Γ̂0,n+1の任意の外部自己同型が, GTと n+ 1次対称群Sn+1の

Γ̂0,n+1 への自然な外作用から生じることを示した. その後, 中村博昭氏との

共同研究 [3]では, GTの B̂n への自然な外作用について, 研究を行った. [3]

では, 新たに, ある副有限群 “Zn”の B̂n への自然な外作用を定義した. そし

て, [1]で得られた結果（＝ Γ̂0,n+1の外部自己同型群の計算）を活用すること

により, B̂nの任意の外部自己同型が, GTと Znの B̂nへの自然な外作用から

生じることを示した.

別の “応用”として, ディオファントス幾何への応用が挙げられる. 望月新

一氏により創始された宇宙際タイヒミューラー理論では, 遠アーベル幾何を

活用することにより, 様々なディオファントス幾何的不等式が帰結される. 一

方, これらの不等式は “非明示的”であるという課題があった. 望月新一氏, I.

Fesenko氏, 星裕一郎氏, W. Porowski氏との共同研究 [10]では, 特定の状況

で, これらの不等式を完全に明示化することに成功した.

並行して, 辻村昇太氏と共同で, p進局所体の遠アーベル幾何の一般化に関

する研究も行っている. 例えば, 遠アーベル幾何と密接に関連した群論的性質

として, 副有限群のスリム性（＝任意の開部分群が中心自明）やエラスティッ

ク性（＝任意の開部分群の位相的に有限生成な非自明正規閉部分群は開）と

いう概念がある. 実際, p進局所体の絶対ガロア群がスリム性やエラスティッ



ク性をみたすことが知られていた. [5]では, この結果を, 任意の剰余標数 pの

完備離散付値体の場合に一般化した. [6], [7]では, スリム性より強い概念とし

て, “強内的非分解性”という概念を導入し, その性質について, 研究を行った.

特に, 任意の剰余標数 pの完備離散付値体の絶対ガロア群や, その概副 p最大

商が, 強内的非分解性をみたすことを示した. [9]では, p進局所体の遠アーベ

ル幾何の代表的な結果（例えば, p進局所体に付随した様々な数値的不変量,

モノイド, 正準同型の復元定理; p進局所体の絶対ガロア群の外部自己同型の

幾何性の判定法）を, ある種の有限性（や代数性）をみたす剰余無限な混標数

完備離散付値体の場合に一般化することに成功した.

（[6], [7]の延長線上にある）澤田晃一郎氏, 辻村昇太氏との共同研究 [4]で

は, （より一般に）遠アーベル幾何に現れる様々な副有限群について考察し,

それらの連正規閉部分が強内的非分解性をみたすことを証明した.
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